
【目指す学校像】

【目指す児童・生徒像】

【目指す教師像】

領域 中期経営目標
（３年間）

短期経営目標
（１年間） 具体的方策 評価 評価 自己評価結果の分析 学校関係者評価 評価 次年度への改善策

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が先生方は授業を工夫していると回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 50%～70%未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 40%～50％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 40％未満の生徒が家庭で決まった時間勉強していると回答

4 自己評価4段階平均値3.4以上 4 90%以上の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

3 自己評価4段階平均値3.3以上 3 80%～90%未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

2 自己評価4段階平均値3.2以上 2 70%～80％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

1 自己評価4段階平均値3.2未満 1 70％未満の生徒が善悪を判断できる力が身に付いていると回答

4 自己評価4段階平均値3.6以上 4 90%以上の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

3 自己評価4段階平均値3.5以上 3 80%～90%未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

2 自己評価4段階平均値3.4以上 2 70%～80％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

1 自己評価4段階平均値3.4未満 1 70％未満の生徒が思いやりの心をもって行動していると回答

4 自己評価4段階平均値3.1以上 4 90%以上の生徒が体力が身に付いてきたと回答

3 自己評価4段階平均値3.0以上 3 80%～90%未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

2 自己評価4段階平均値2.9以上 2 70%～80％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

1 自己評価4段階平均値2.9未満 1 70％未満の生徒が体力が身に付いてきたと回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 90%以上の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 80%～90%未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 70%～80％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 70％未満の生徒が安全や健康について学ぶことがあると回答

4 自己評価4段階平均値3.7以上 4 70%以上の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

3 自己評価4段階平均値3.6以上 3 60%～70%未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

2 自己評価4段階平均値3.5以上 2 50%～60％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

1 自己評価4段階平均値3.5未満 1 50％未満の生徒が先生方は適切にアドバイスをすると回答

4 自己評価4段階平均値3.6未満 4 90%以上の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

3 自己評価4段階平均値3.7未満 3 80%～90%未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

2 自己評価4段階平均値3.8未満 2 70%～80％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

1 自己評価4段階平均値3.9未満 1 70％未満の生徒が自分の将来について考えることがあると回答

・最新の進路情報を収集し、実際に役立つ
進路指導をしていく。将来について考える機
会が少ない生徒もいるため、キャリア教育を
充実させることで考える機会を作る。

3 3

・学期ごとにキャリアパスポートを記入する
ことで、自分について改めて考え、記録し
ていくことの必要性を意識させている。
・職業調べを行うことで、進路に向けて考え
るきっかけを作った。

・初めて進路について考える生徒が多いはずです。適切なアドバイスお願いします。
・将来大学受験や就職活動において競争相手は外国人になる、英語力向上の指導を願う。
・進路指導の取組みが、盛んに実施されています生徒に、新しい社会の扉を多くの機会に持
てるように今後ともお願いしたい。

B

・地域合同防災訓練、セーフティ教室、不審
者訓練、薬物乱用防止教室、がん教育、救
命救急講習などの行事では地域の方やゲス
トティーチャーの協力を得て健康安全に関
する理解を深める。

進路指導の充実

生徒や保護者に
寄り添い、親切
丁寧な進路指導
を実施する

3 3

・進路面談や進路説明会で進路情報の共
有を図り、生徒の進路希望に沿った面談を
行った。
・三者面談を活用し、生徒一人一人に寄り
添い、現在の様子と今後の生活について
話し合うことができた。

・生徒本人より、保護者が進路等に心配不安を抱えていることが多いよう思います。三者面談
などを通じ不安を取除けるよう指導お願いします。
・進路面談や説明では地域の人たちの活用をもっと取り入れることは大事である。
・進路については、生徒自身が自分の進路希望を自主的に持てるように、2年生の夏が重要な
時期と思っています。 B

・中３での進路選択が春から自分のこととし
て受け止められるように、中１・２年の頃から
職業調べや上級学校調べ、職場体験などを
通し、勤労や学習に対する意欲や目的意識
を育てていく。

3 3

・手洗い、うがいなど基本的な感染症予防
についても呼びかけを行うことができた。ま
た、保健給食委員の生徒を中心として、学
校全体の衛生管理に目を向けることができ
た。

・インフルエンザが蔓延するなど大変ですが、感染症には十分注意するよう指導お願いしま
す。
・養護教諭から直接生徒に話しをする機会があればなを良いと思う。
・コロナ以降、世の中全体が衛生や健康教育が成熟してきているので、取り組みやすいと思い
ます。地域として生徒と、夏祭り・防災訓練・運動会・もちつき大会等、ボランティアに大勢が参
加いただき、その中で安全についてともに行動できました。
・校舎内は衛生管理が行き届いており、清潔感がある。
・地域の方達と関わる機会が多くとても良いと思います。

B健康・安全に関
する指導の充実

各学年・学級で
状況に応じた健
康・安全に関す
る日常的な指導
を実施する

・行事委員会や専門委員会では、生徒が自
分たちで作り上げたという達成感や実績を得
られるように、意見を具現化し、新しい取り組
みにつなげていく。

基礎体力の向上

体育の授業や部
活動、行事など
を通じて基礎体
力を向上させる

4 3

・部活動において、他の顧問や保護者との
連携を取りながら、個々にあった練習を行
い、チーム全体の能力を高めた。
・保健体育科の授業ではタブレット端末や
プロジェクターを活用し、正しい体の動かし
方の習得を目指した。

・新春駅伝大会では多くの生徒が参加し、元気な姿を見れて指導の成果を目の当たりにしました。
・生徒たちが自主的に練習できる時間を作る事が大切。画像を確認するもは良い方法だ。
・基礎体力の向上は、生徒本人のやる気が一番大事なことで、取り組んでいただいていることは素晴ら
しいです。
・部活動に関して、先生方の負担にならにような環境を整える必要があると感じる。小学生のうちは、家
庭の事情などでスポーツ教室やクラブチームに入れず、中学校での部活動を楽しみにしている児童も
多い。外部指導員等を採用して、生徒が多くの経験をしたり活躍したりできる場を整えてほしい。

B

・部活動では生徒自身が意欲的に取り組む
環境を作っていくことが課題であり、主体的
に行動できるような声かけを行う。
失敗体験や成功体験から次へ繋げる気持ち
のもって行き方を考える。

4 4

・教科授業内や道徳科や特別活動などで
は様々な小グループによる意見交換を行
い、意識的に他者の考えに触れる機会を
つくるようにした。委員会では生徒の意見
を汲み取り、取り組みを企画した。

・思いやりの心をもって行動できる生徒が多いことは頼もしい限りです。グループによる意見交
換では多くの生徒が発言できていますか。
・小グループごとの授業はいろいろな生徒が意見を出しやすく良い方法である。
・多様な価値観を持った両親の元、生徒も育ちスマホ等からの情報が氾濫している中、生徒が
自主的に正しい判断が出来るのは大変な時代の中での取組みに挑戦されていることは素晴ら
しいです。
・小グループでの意見交換の時間には、ほとんどの生徒が周囲の友達と考えを伝え合うことが
できている。また、その考えを躊躇なく学級で発表することができる環境が整えられている。

A生徒の主体的活
動の充実

教育活動に他者
と関わりながら主
体的に判断する
内容を取り入れ
る

・家庭学習として、毎時間宿題をプリント1枚
取り組んでいる。生徒がより知識を定着する
ため、間違えた問題に再挑戦し、できるまで
やり直すことの必要性を伝え、学びを確実な
ものにしていく。

正しく判断し行
動できる力の育
成

生徒の心に寄り
添う丁寧な生活
指導や道徳教育
を充実させる

4 4

・授業前や休み時間、給食準備の時間に
は教室や学年の廊下にいるようにし、生徒
が小さなことでも話しやすく、生徒の異変に
気づきやすい環境づくりを行った。道徳科
の授業では、生徒が自分事として捉えられ
るような道徳科の授業を行うことができた。

・生徒に対し日常的に目配りし、授業以外でも先生方が対応していて感心します。昨年も指摘しましたが、先生方も休憩が十
分とれる等ゆとりが有っても良いと思います。
・生徒との距離を短くする事は大事で良い意味の監視になると思われる。
・教師のコミュニケーション力が問われる取組みですね。授業を参観させていただきましたが、笑顔で話をされていて、生徒が
活発に発言されていました。
・先生方は明るく生徒に接し、生徒が相談しやすい環境づくりをされている。道徳の授業では、時代に合った身近な題材を
テーマとし、日常生活に生かすことができるよう考えられていた。
・生徒の様子を見守る先生方の対応が、休み時間や給食の準備の時間までに渡っているのは、本当に頭が下がる思いで
す。引き続き、生徒の些細な変化に気づき、学年内で共有し、風通しのよい環境づくりをお願いいたします。道徳の授業は、
子どもたちの生きる力を培う指導がなされている印象を受けました。参観させていただいて、先生方それぞれのご指導は、ど
れも工夫されているのを感じることができました。

A

・生徒とのコミュニケーションを積極的にとる
ことができた。引き続き生徒の様子をよく観
察していく。どの生徒とも全力で向き合うこと
を意識する。

3 3

・毎回の授業で出す宿題への取組み方、
直し方への声掛けを行っている。家庭学習
の習慣化によって、さらに積み重ねの学習
の大切さにも気づかせるように声掛けをし
ている。

・家庭の学習では、自主的に行えるよう習慣付ける指導お願いします。
・家庭での復習が出来ていない事については、生徒だけでなく保護者とも話し合う事が必要と思う。
・学習への意欲と、家庭学習が「家庭学習の記録」で把握できる仕組みが、定着してくることを期待します。各家庭の協力が
あっての取組みです。各家庭の意識の向上が必須でsu
・保護者の声掛けだけでは学習に取り組む意欲を引き出すことが難しい年齢であるが、宿題があることで家庭学習の機会を
増やすことができている。
・家庭学習は家庭環境に大きく左右されることだと思います。生徒自身が意欲的自主的に取り組めることができると良いと思い
ます。
・家庭学習は、個人差が見られるものだと思います。先生方が家庭学習時間の確保のために、工夫されているので、引き続き
指導をお願いしたいです。

B

学校経営重点計画（教育推進計画）年度末評価【総括表】

取組指標 成果指標

指導方法の工夫
改善

ねらいの明示、
導入の工夫、振
り返り、授業評価
を授業で実践す
る

4

すすんで学習に励む生徒
たくましい体力を身につけた生徒
規律と礼儀を重んじる生徒
すすんで働き、協力しあう生徒

ビジョン

・真面目に努力する生徒が生き生きと活躍できる学校・自主・自立の精神を培うことができる学校・生徒・保護者・地域・教職員が誇りをもてる学校

・すすんで学習に励む生徒・たくましい体力を身につけた生徒・規律と礼儀を重んじる生徒・すすんで働き、協力しあう生徒

・親切、丁寧、コミュニケーション重視・全員一丸での組織対応・認めて褒める指導・チェックと改善・教育公務員の自覚・ライフワークバランス

3

・授業のはじめにねらいを明示し、プリント
やノートに書かせることで、授業内にいつ
でもねらいを確認できるようにした。導入で
は前時の振り返りとして口頭試問や動画視
聴、小テストを行い、基礎学力の定着を
図った。

・成果指標で生徒の評価が高く評価します。
・自己評価結果については目的をはっきり意識させる良い方法と考える。
・「振り返り」の取組みや、ねらいの明示で、生徒の学力向上が把握できて、いい取り組みをさ
れています。
・学習のねらいの明示は、振り返りを行う際にも基準になり良いと思います。自身の学習内容や
結果を振り返ることは、次のステップに繋がると思うので継続して定借化していただきたいで
す。

B

・授業の振り返りは、定期考査後などに行っ
た。生徒自身が成果と課題を振り返るところ
ができた。
・振り返りを考えさせるときに、何のために学
び、どんなことと結び付いている学習なのか
を明確にしていく。

系統的な生き方
指導の充実

三年間を通じて
自己を見つめ、
社会を知り、将
来を考える指導
を系統的に行う

全ての生徒に義
務教育終了時に
必要な基礎学力
を定着させる学
力保証の取組の
充実

令和６年度　 昭島市立瑞雲中学校　

学校教育目標

学習意欲の向上
と家庭学習の充
実

『家庭学習の記
録』を活用した
り、宿題の出し
方を工夫したりし
て家庭学習を定
着させる

確
か
な
学
力

豊
か
な
心

生き生きと豊か
な社会生活を送
るための基礎体
力を身に付けさ
せる健康教育と
体力向上の推進

健
や
か
な
体

自己を見つめ自
らの生き方を考
え、変化の著し
い社会を生き抜
く力を身に付け
る生涯学習の視
点からの進路指
導の充実

輝
く
未
来

多様な価値観の
中で自身の判断
力を磨き、心豊
かに主体的に正
しい判断をし行
動できる人格の
育成を目指す指
導の充実


